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洲本市の街中をライトアップする事業「光の街・洲本」
がスタートしました。市民広場前や足湯周辺はユニーク
なオブジェや色とりどりの光で彩られています。１月５
日まで、日没から午後１０時まで点灯されます。�
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今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
洲
本
市
の
平
成
十
四
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
市
民
工
房
の

オ
ー
プ
ン
や
「
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
」
の
通
行
料
金
の
値
下
げ
を
求
め
る
署
名
活
動
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。�

平
成
十
四
年
の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。�

旧カネボウ洲本工場のレンガ建物を利用して建てられた、洲本中心市街地
都市型産業基盤施設「洲本アルチザンスクエア」内に「洲本市民工房」が２
月１日オープンしました。�
市民工房は市民の皆さんに、ものづくりの体験と発表の場を提供するもの
で、陶芸や工作教室が開催できる教室（４階）と、作品を展示できるギャラ
リー（３階）があります。�

洲 本 市 民 工 房 オ ー プ ン �

法 定 合 併 協 議 会 を 設 置 �

ウォーキングトレイル事業が完成�

洲本市、津名町、五
色町の１市２町で合併
について協議する「洲
本市・津名町・五色町
合併協議会」が２月４
日に、設置されました。
４月には、一宮町が加
わり１市３町により合
併について協議されま
した。�
また、三原郡４町で

も合併協議会が設置さ
れるなど、島内で合併
の動きが活発になりま
した。�

観光スポットなどを巡りながら、散策を楽しむ“ウォーキングトレ
イル事業”が完成しました。その事業の一つとして、７つの散策コー
スを策定して、コース内に案内板などを設置しました。�
また、５月１８日には、事業完成を記念した「ウォーキングトレイ

ル体験ラリー」を開催、大勢の家族づれらで賑わいました。�
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小 路 谷 千 草 線 が 開 通 �

広 報 す も と ５ ０ ０ 号 を 発 行 �

上 庚 申 橋 が 開 通 �

上物部の千草川に建設していた上庚申橋が完成、３月２９日、渡り
初めが行われました。�
この橋は市道物部曲田塩屋線の整備事業の一環で周辺の渋滞緩和に

役立っています。�

島内の町内会や婦人会、商工会議所など各種団体で組織する「淡路島・
神戸淡路鳴門自動車道利用促進会議」が、神戸淡路鳴門自動車道の恒久的
な通行料金の引き下げを求める署名活動を行い、集まった署名数約１８万
人を記載した要望書を国などの関係機関へ提出しました。�
また、１市１０町でつくる淡路地域整備推進委員会や淡路島観光連盟

も、来年４月からの通行料金を道路公団なみに引き下げるよう求めるチラ
シを作成、東京・有楽町で街頭宣伝を行いました（写真）。�

その他の出来事�
◆大浜海岸の養浜事業完了�

◆ＩＳＯ９００１、認証更新�

◆二ツ石戎ノ前遺跡から弥生後期の石杵出土�

◆由良でアカウミガメのふ化を確認�

◆淡路広域行政事務組合が設立３０周年�

明治時代の淡路島を舞台にした小説「お登勢」の銅像が淡路文化史
料館前に完成、５月１３日に除幕式が行われました。銅像の高さは
１・８　（台座を含め約３　）、銅像の横には、庚午事変などを紹介
した歴史解説碑も設置されています。�
また、この日は洲本民謡「おまあや」の披露やお登勢ゆかりの地を

歩く「歴史ウォーク」が行われました。�

本年８月号で、広報すもとが発行以来５００号を迎え、記念の展示
会「５００の思い出の中から」を１０月２８日から１１月１日まで洲
本市民工房ギャラリーで開きました。�
展示会では、これまで発行してきた広報紙すべてのほか、表紙や阪

神淡路大震災などの特集記事を拡大パネルにして展示しました。�

市道小路谷千草線のうち、小路谷～千草明田間約８５０　が１１月
１日、開通しました。工事費は約３億円で、道路幅員は１１　、２車
線片側歩道付きです。�

「 お 登 勢 」 像 が 完 成 �

旧カネボウ洲本工場跡地を市に寄付�

健康福祉館が人間サイズのまちづくり賞受賞�

神戸淡路鳴門自動車道の通行料金値下げ要望�

安
全
で
安
心
、
魅
力
あ
る
建
築
物
や
活
動
な
ど
を
顕

彰
す
る
県
の
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
（
福

祉
部
門
）
を
洲
本
市
健
康
福
祉
館
が
受
賞
し
ま
し
た
。

車
い
す
利
用
者
に
配
慮
し
た
ス
ロ
ー
プ
や
、
火
災
時
に

耳
な
ど
に
障
害
の
あ
る
人
を
光
の
点
滅
で
避
難
誘
導
す

る
装
置
導
入
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。�

市
が
明
治
時
代
に
カ
ネ
ボ
ウ
へ
無
償
提
供
し
て
い
た

旧
鐘
紡
洲
本
工
場
跡
地
の
一
部
が
、
市
に
寄
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
１２
月
市
議
会
に
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
４１
年
、
同
社
を
誘
致
の
際
、
無
償
提
供
し
て
い
た

も
の
で
、
寄
付
さ
れ
る
土
地
は
、
御
食
国
や
元
美
術
館

な
ど
の
敷
地
約
８，
５
０
０
平
方
　
で
す
。�
メ
ー�
ト
ル�

メー�
トル�

メー�
トル�

メー�
トル�
メー�
トル�
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ジャ
ンボ
にん
にく

ジャ
ンボ
にん
にく

あわ
じ焼
肉の
タレが

出来るまで

あわ
じ焼
肉の
タレが

出来るまで

あわ
じ焼
肉の
タレが

出来るまで

ジャ
ンボ
にん
にく

「池田ジャンボにんにくの会」は、池田の酪農家の主婦の「池田ジャンボにんにくの会」は、池田の酪農家の主婦の
集まりで、生活改善グループとして平成１０年に発足しま集まりで、生活改善グループとして平成１０年に発足しま
した。同会では、地元の産業の振興のために、無臭で健康した。同会では、地元の産業の振興のために、無臭で健康
食として人気の高いジャンボにんにくを育て、焼肉のタレ食として人気の高いジャンボにんにくを育て、焼肉のタレ
を作っています。を作っています。�
おいしい焼肉のタレができるまでを紹介します。おいしい焼肉のタレができるまでを紹介します。�

「池田ジャンボにんにくの会」は、池田の酪農家の主婦の
集まりで、生活改善グループとして平成１０年に発足しま
した。同会では、地元の産業の振興のために、無臭で健康
食として人気の高いジャンボにんにくを育て、焼肉のタレ
を作っています。�
おいしい焼肉のタレができるまでを紹介します。�

◆収穫は田植え前の忙しい合間に行います。◆収穫は田植え前の忙しい合間に行います。�

◆私たちが、愛情込めて作りました。◆私たちが、愛情込めて作りました。�

◆
ジ
ャ
ン
ボ
に
ん
に
く
は
、
栄
養
価
満
点
で
、
そ
の
上

◆
ジ
ャ
ン
ボ
に
ん
に
く
は
、
栄
養
価
満
点
で
、
そ
の
上

無
臭
。

無
臭
。�

◆ラベルを貼って、出来上がり！◆ラベルを貼って、出来上がり！�

◆
会
員
全
員
で
、
丁
寧
に
ビ
ン
詰
め
作
業
を
し

◆
会
員
全
員
で
、
丁
寧
に
ビ
ン
詰
め
作
業
を
し

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。�

◆収穫は田植え前の忙しい合間に行います。�

◆私たちが、愛情込めて作りました。�

◆
ジ
ャ
ン
ボ
に
ん
に
く
は
、
栄
養
価
満
点
で
、
そ
の
上

無
臭
。�

◆
ジ
ャ
ン
ボ
に
ん
に
く
や
リ

◆
ジ
ャ
ン
ボ
に
ん
に
く
や
リ

ン
ゴ
な
ど
を
た
っ
ぷ
り
と

ン
ゴ
な
ど
を
た
っ
ぷ
り
と

入
れ
、
大
が
ま
で
じ
っ
く

入
れ
、
大
が
ま
で
じ
っ
く

り
と
煮
込
み
ま
す
。

り
と
煮
込
み
ま
す
。�

◆
ジ
ャ
ン
ボ
に
ん
に
く
や
リ

ン
ゴ
な
ど
を
た
っ
ぷ
り
と

入
れ
、
大
が
ま
で
じ
っ
く

り
と
煮
込
み
ま
す
。�

◆ラベルを貼って、出来上がり！�

◆
会
員
全
員
で
、
丁
寧
に
ビ
ン
詰
め
作
業
を
し

て
い
き
ま
す
。�



将 棋 � ゲートボール�
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大 正 琴 �

68

洲本市立洲本第三小学校�

洲本市立由良小学校�

保護者、家族、地域の皆さんの持っている専門的な知識や技能・特性・趣味を活用し、日ごろの教育活
動では得られない多様な活動によって、児童の個性の伸長を図ることを目的とします。�
◎年間５回　６月７日・６月２８日・１０月２５日・１１月２２日・２月７日�
　　　　　　金曜日の５・６校時（午後１時３５分～３時１０分）�
◎４年生～６年生（クラブ活動）�
◎指導者　　いきいき学校応援ボランティア講師・本校教職員�
◎開講講座（２１講座）　(1)イラスト(2)大正琴(3)英語(4)図上ピクニック(5)囲碁(6)オセロ・トランプ

(7)折り紙・ペーパークラフト(8)器楽(9)クラフト・小物づくり(10)グランドゴ
ルフ(11)ゲートボール(12)コンピュータ(13)茶道(14)将棋(15)卓球(16)ド
ッジボール(17)ドライフラワー(18)楽しい遊びノウハウ１２３(19)バスケットボ
ール(20)おもしろ昔話・戦争体験話(21)わら細工・竹細工�

ふれあいタイム�ふれあいタイム�ふれあいタイム�ふれあいタイム�ふれあいタイム�
《学校・家庭・地域社会が一体となって》�

洲本市由良交流センター「エ
トワール生石」の近くで採れる
テングサを使ってトコロテン作
りに挑戦しました。あとでみん
なで試食しました。�

成ヶ島の自然にくわしい人
を講師に招き、ハマボウやハ
ママツナなどのめずらしい植
物や自然の大切さについて
教えていただきました。�

「親子のふれあい」「美化意
識の高揚」をねらいに地域立て
割り班ごとに夏と秋に清掃活動
を行いました。多くの保護者に
も参加いただきました。�
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�

7 昇給期間短縮の状況�

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る�
　　　職員に支給された平均額です。�

千円�

千円�
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千円�
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人�
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人�

人�

％�

人�

人�

％�

人�

人�

％�

区　　　　　　　　分�

区　分�

（平成１４年４月１日現在）�

8 職員手当の状況�

１３年度�

１２年度�

職　　員　　数�
（Ａ）�

比　　　　　率�
（Ｂ）/（Ａ）�

普通昇給期間（１２～２４月）を�
短縮して昇給した職員数（Ｂ）�

職　　員　　数�
（Ａ）�

比　　　　　率�
（Ｂ）/（Ａ）�

普通昇給期間（１２～２４月）を�
短縮して昇給した職員数（Ｂ）�

合　計�一般行政職�技能労務者�

期末手当�
�
�
勤勉手当�

退職手当�

洲　　本　　市� 国�

有�

原則１号給�

有�

（平成１３年度支給割合）�
　　　　　期末手当　勤勉手当�
６月期　　１．４５月分　０．６０月分�
１２月期　　１．５５月分　０．５５月分�
３月期　　０．５５月分　　　月分�
　計　　　３．５５月分　１．１５月分�
職制上の段階、職務の�
級等による加算措置�

（平成１３年度支給割合）�
　　　　　期末手当　勤勉手当�
６月期　　１．４５月分　０．６０月分�
１２月期　　１．５５月分　 ０．５５月分�
３月期　　０．５５月分　　　月分�
　計　　　３．５５月分　１．１５月分�
職制上の段階、職務の�
級等による加算措置�

（支給率）　  自己都合　  勧奨・定年�
勤続２０年　 ２１．０月分　２８．８７５月分�
勤続２５年　 ３３．７５月分　４４．５５月分�
勤続３５年　 ４７．５月分　６２．７ 月分�
最高限度額　 ６０．０月分　６２．７ 月分�
                      定年前早期退職�
その他の加算措置　特例措置（２％�
                          ～２０％加算）�
退 職 時 �
特別昇給�
�
１人当たり�
平均支給額�

（支給率）　  自己都合　  勧奨・定年�
勤続２０年　 ２１．０月分　２８．８７５月分�
勤続２５年　 ３３．７５月分　４４．５５月分�
勤続３５年　 ４７．５月分　６２．７ 月分�
最高限度額　 ６０．０月分　６２．７ 月分�
                      定年前早期退職�
その他の加算措置　特例措置（２％�
                          ～２０％加算）�
退 職 時 �
特別昇給�
�
�

原則１号俸�

調整手当�
（１４年４月�
１日現在）�

支　　　　　　　　　　給　　　　　　　　　　率�
支　　　給　　　対　　　象　　　職　　　員　　　数�
国　　　　の　　　　制　　　　度 （支　給　率）�
支給対象職員１人当たり平均支給年額（１３年度決算）�

特殊勤務�

手　　当�

（１３年度）�

時 間 外 �

勤務手当�１２年 度�

１３年 度�

区　　　　　　　　分�
職員全体に占める手当支給職員の割合�
支給対象職員１人当たり平均支給年額�
手　当　の　種　類（手　当　数）�

代表的な手当の�

名　　　　　称�

支給額の多い手当�

多くの職員に支給�
されている手当�

清掃作業の特殊勤務手当�
市税職員の特殊勤務手当�

清掃作業の特殊勤務手当�

全　　職　　種�

支　給　総　額�
職員１人当たり支給年額�
支　給　総　額�

職員１人当たり支給年額�

区　　分�

扶養手当�

住居手当�

通勤手当�

内　　　　　　　容� 国の制度�
との差異�

国 の 制 度 と �
異 な る 内 容 �

配偶者………………………１６，０００円�
扶養親族２人まで………各 ６，０００円�
（配偶者がいない場合、そのうち１人１１，０００円、扶養親族�
でない配偶者を有する場合の１人目の子等６，５００円。）�
その他の扶養親族……… 各３，０００円�
満１６歳から満２２歳までの扶養親族…１人につき５，０００円加算�
借家居住者…１２，０００円を超える家賃�
　　　　　　の額（２７，０００円を限度）�
自己居住者…３，５００円�
�
交通機関利用者…運賃（５２，０００円を限度）�
交通用具利用者…自動車等使用距離�
　　　　　 により３，０００～２２，９００円�
�

自己居住者は１，０００円�
新築・購入５年経過まで２，５００円�

運賃（５０，０００円を限度）�
自動車等使用距離により�
２，０００～２０，９００円�
２km未満手当なし�

同�

同�

異�

異�

（注）職員数は一般職員の数であり、特別職を含みません。また、地方公務員の�
　　　身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除い�
　　　ています。�
　　　なお、洲本市職員定数条例に規定している職員定数は４３３人です。�

（各年４月１日現在）�

9 特別職の報酬などの状況�
区　　分� 区　　分�給料月額等� 給　料　月　額　等�

給
　
　
料�

報
　
　
酬�

期
末
・
勤
勉
手
当

�

市　　長�

助　　役�

収 入 役 �

議　　長�

副 議 長 �

議　　員�

市　　長�

助　　役�

収 入 役 �

議　　長�

副 議 長 �

議　　員�

（1３年度支給割合）期末手当　　　勤勉手当�
６月期　　２．０５月分　　�
１２月期　　２．１月分　　�
３月期　　０．５月分�
　計　　　４．６５月分�
（1３年度支給割合）期末手当　　　勤勉手当�
６月期　　２．０５月分　　�
１２月期　　２．１月分　　�
３月期　　０．５月分�
　計　　　４．６５月分�
�

１０�部門別職員数の状況と主な増減理由�

3  0  1�

0�

0�

3  0  5�

0�

0

2  2  5�

0�

0�

2  2  7�

0�

0

7  6�

0�

0�

7  8�

0�

0

6．5�
3  2  7�
0�

279,120

4  1  .  8 %�
7  3 ,  4  0  7円�

2  2

7  5  ,  6  5  1�
2  5  3�

7  3  ,  1  7  7�
2  4  1

退職した公用車運転手を補充せず・�
市民相談係員を1名減�
保育士1名減・国民年金担当者1名減�
環境政策係員2名を新たに配置�
�
�
�
事務の統廃合等�
�
退職した調理師を補充せず�
�
�
�
�
事務の統廃合等�
事務の統廃合等�

議　　会�
総務企画�
税　　務�
民　　生�
衛　　生�
労　　働�
農林水産�
商　　工�
土　　木�
小　　計�
教　　育�
消　　防�
小　　計�
�
ＣＡＴＶ�
水　　道�
下 水 道�
そ の 他�
小　　計�
�

普通会計計�

特別会計計�
合　　　計�

6�
8 0�
2 0�
5 4�
4 5�
1�

1 7�
7�

2 8�
2 5 8�
7 1�
2�

7 3�
3 3 1�

5�
2 7�
1 2�
2 4�
6 8�
6 8�

3 9 9

6�
7 8�
2 0�
5 2�
4 7�
1�

1 7�
7�

2 7�
2 5 5�
7 0�
2�

7 2�
3 2 7�

5�
2 6�
1 1�
2 4�
6 6�
6 6�

3 9 3

△ 2�
�

△ 2�
 2�
�
�
�

△ 1�
△ 3�
△ 1�

�
△ 1�
△ 4�
　�

△ 1�
△ 1�

�
△ 2�
△ 2�
△ 6

980,000円�

800,000円�

700,000円�

525,000円�

435,000円�

405,000円�

16,478千円　27,947千円�

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門�

政
部
門�

特
別
行�

会
計
部
門�

公
営
企
業
等�

区　　　分�
部　　　門� 平成１３年�平成１４年�

職　員　数� 主　な　増　減　理　由�対 前 年�
増 減 数�

異�
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元気に大きくなってね。母：麻紀さん（新村）�

わが家の　ホ ー プ�

◇ 今 月 の 納 税 ◇ �
固定資産税・都市計画税  　　　　　第３期�
国民健康保険税       　　　　　　　 第４期�
介護保険料（普通徴収）  　　　　　第４期�
納期  １２月２５日（水）�
納税は、便利な口座振替をご利用ください。�

◆地域別最低賃金（９月３０日から）�
�
　兵庫県最低賃金    ６７５円（時間額）�
�（日額は廃止されました）�
��
◆産業別最低賃金（１２月１日から）�

�

　詳しくは、兵庫県労働局労働基準部賃金課�
（1０７８・３６７・９１５４）へ。�

� 洲本市役所総務部税務課�

兵庫県最低賃金改正のお知らせ�

繊維工業・靴下製造業�

塗料製造業�

鉄鋼業�

一般機械器具製造業�

電気機械器具製造業・情報
通信機械器具製造業・電子
部品・デバイス製造業�

輸送用機械器具製造業�

計量器・測定器・分析機器試�
験機・測量機械器具製造業�

各種商品小売業�

自動車小売業 �

�

７３２円�

８３３円�

８０３円�

７９４円�

７５８円�

８２９円�

７６２円�

７４０円�

７７７円�

５，８４８円�

６，６６８円�

６，４２９円 �

６，３５４円 �

６，０５０円 �

６，６４６円�

６，０８４円 �

５，９２０円  �

６，２２４円�

適  用  業  種� 日    額�  時間額�

▼
��

◆�
◆�
◆�
◆�

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。�

1 人件費の状況（普通会計決算）�

（注）１．職員手当には退職手当を含めていません。�
　　　２．職員数、給与費は当初予算に計上された数字です。�

（注）１．洲本市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。�
　　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。�

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、�
　　　採用後の年数をいうものです。�

2 職員給与費の状況（普通会計予算）�

及び平均年齢の状況（平成１４年４月１日現在）�
3 職員の平均給料月額、平均給与月額�

区　分�

平　成�
１３年度�

住民基本台帳人口�
（年度末）�

１４年３月３１日　　　人�

人�

円�

円�

円�

人� 人� 人� 人� 人� 人� 人� 人�

％� ％� ％� ％� ％� ％� ％� ％�

％� ％� ％� ％� ％� ％� ％� ％�

％� ％� ％� ％� ％� ％� ％� ％�

円� 円�

円� 円� 円�

円� 円� 円�

円� 円� 円�

円� 円� 円� 円�

円� 歳� 円� 円� 歳�

円� 歳� 円� 歳�

千円� 千円� 千円�

千円� 千円� 千円�千円� 千円�

％� ％�

歳 出 額 �
（Ａ）�

人 件 費 �
（Ｂ）�

人件費率�
（Ｂ/Ａ）�

実質収支�
（参考）�
１２年度の�
人件費率�

区　分�

１４年度�

１人当たり�
給　与　費�
（Ｂ/Ａ）�

�

職員数�
（Ａ）�

給　　　与　　　費�

給　　料� 職員手当等�期末・勤勉手当� 計（Ｂ）�

4 職員の初任給の状況（平成１４年４月１日現在）�

5 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況�

区　分�

洲本市�

国�

国（国家3種）�

一　般　行　政　職� 技　能　労　務　者�
平均給料月額�平均給与月額�平均年齢�平均給料月額�平均給与月額�平均年齢�

区　　　分�

一般行政職�

一般行政職�

技能労務職�

大学卒�
高校卒�

大学卒�
高校卒�
高校卒�

洲　　本　　市�

決定初任給�
採用２年経過日�
給　料　額�

決定初任給�
採用２年経過日�
給　料　額�

（平成１４年４月１日現在）�

6 一般行政職の級別職員数の状況�
（平成１４年４月１日現在）�

区　　　分� 経験年数１０年� 経験年数１５年� 経験年数２０年�

参
　
　
考�

区　　分�
標 準 的 な �
職 務 内 容 �

職　員　数�

構　成　比�

１年前の�
構 成 比 �

５年前の�
構 成 比 �

１ 級 �２ 級 �３ 級 �４ 級 �５ 級 �６ 級 �７ 級 �
事務員�
技術員�

主　事�
技　師�

主　任�主　任�
係　長�
主　査�

部　長�
課　長�

課長補佐�
計�

41,823 18.485,186 26,005 3,446,392 18.6 20.6

326 1,358,358 299.420 620,932 2,278,710 6,990

357,400 462,700 41.9 327,400 423,000 46.7

332,052 40.4 290,731 48.8

174,400 195,000 163,800 181,400
146,500

277,800 331,200 382,600
235,600 277,800 331,200
221,300 251,100 297,000

163,800 141,900 151,800

2 8 2 9 2 1 3 9 4 2 3 1 3 5 2 2 5

12.4 12.9  9.3 17.3 18.7 13.8 15.6

11.9 12.8  9.7 18.9 17.2 15.9 13.7

11.9  9.5  4.0 29.6 21.3 11.5 12.2

100.0

100.0

100.0

�



8

「学ぶ高齢者親善グラウンド・ゴルフ淡路支

部大会」が、11月２８日城戸アグリ公園で

開催されました。老人大学でグラウンド・ゴ

ルフを行っている人たちが参加、１チーム6

人の団体戦と個人戦が行われ、島内から４３

チーム２５８人が、日ごろの練習の成果を競

いました。�

グラウンド・ゴルフ大会で�
島内の高齢者が交流�

洲本中央公民館まつりが開催されました�
由 良 出 張 所 に 　 救 急 車 が 配 備 �

宝くじの助成で　災害情報発信機器を購入�

写真�ニュース�

中央公民館まつりが、１１月２２日から２３日まで洲本中央公

民館で開催されました。公民館講座の受講生やサークルの皆さん

の作品展示やお茶会などに、たくさんの人たちが訪れました。�

洲本消防署由良出張所に１２月１日、救急車が配備され、救急

業務が開始されました。この配備によって、由良上灘地域への救

急車の到着が早くなります。�

災害時に市内の被害情報を収集・発信するためのパソコンなど
を、この度市が自治宝くじの助成を受けて購入しました。この機
材はボランティア情報団に貸し出され、日ごろは地域コミュニテ
ィーの豊かな形成に、災害時は被害状況の受発信のために利用さ
れます。�

「
歳
末
愛
の
な
べ
」
に
あ
た
た
か
い
善
意
を
！�

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
一
環
と
し
て
、
今
年
も
１１
月
２１
日
、
市
役
所
、

総
合
福
祉
会
館
に
「
歳
末
愛
の
な
べ
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
婦

人
会
や
町
内
会
に
よ
る
募
金
の
呼
び
か
け
も
行
わ
れ
ま
し
た
。�
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ま ち づ く り 懇 談 会 が 　 開 催 �
平成１４年度の「洲本市まちづくり懇談会」が、１１月１７日

洲本ポートターミナルビルで開催され、約１００人の町内会長
と市長との対話が行われました。第１部では行政合併につい
てを、続いての第２部ではまちづくりについて日ごろの疑問
や提案などに市長が答えました。�

これが私のみかんの木�
みかんの木のオーナー事業現地説明会が、

１１月２４日、物部の契約みかん園で行われ
ました。この日参加したのは、抽選に当選し
た３２人のオーナーのうち２５人とその家族
や友人たちで、自分がオーナーとなる木を決
めるとさっそくみかんを収穫し、その場で試
食する姿も見られました。�

いろんな素材で　アートにチャレンジ�
「第３３回洲本市小・中学校造形展」が１１月２１日から２３

日まで、洲本市民会館で開かれました。市内の小・中学校と淡路
盲ろう学校の生徒たちの作品約４００点が出品され、落ち葉や木
の実を使ったものなど工夫を凝らした作品を、訪れた人たちも熱
心に鑑賞していました。�

勤
労
感
謝
の
日
に
　
技
能
功
労
者
表
彰�

勤
労
感
謝
の
日
の
１１
月
２３
日
、
山
手
の
総
合
福
祉
会
館
で
洲
本
市
技
能
功
労
者
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
永
年
の
努
力
に
よ
り
す
ぐ
れ
た
技
能
習
得
さ
れ
た
１１
人
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
勤
労
者
公
募
美
術
展
受
賞
者
の
表
彰
も
同
じ
く
行
わ
れ
ま
し
た
。�

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）�

洲
本
市
技
能
功
労
者
表
彰
受
賞
者
　
▽
大
工
　
石
谷
清
（
千
草
）
・
沖
田
和
也

（
千
草
）
　
▽
左
官
　
下
原
弘
正
（
千
草
）
・
桑
田
民
信
（
宇
山
）
　
▽
配
管
工

　
清
水
惠
（
由
良
町
）
　
▽
理
容
師
　
武
田
勝
（
納
）
・
平
田
と
よ
子
（
上
物

部
）
　
▽
美
容
師
　
川
端
俊
子
（
海
岸
通
）
・
藤
岡
か
よ
子
（
下
加
茂
）
　
▽
電

気
工
事
士
　
石
上
和
幸
（
宇
原
）
・
古
池
秀
樹
（
本
町
）�

勤
労
者
公
募
美
術
展
２
０
０
２
受
賞
者
　
▽
大
賞
　
久
保
拓
也
（
宇
山
）
　
▽
金

賞
　
ニ
シ
ダ
ユ
キ
コ
（
宇
原
）
　
▽
銀
賞
　
山
野
雅
士
（
上
物
部
）
　
▽
銅
賞
　

小
田
惠
子
（
山
手
）
・
藤
井
の
ぶ
お
（
桑
間
）
　
▽
奨
励
賞
　
家
本
マ
リ
（
上
物

部
）
・
勘
舎
晃
行
（
安
乎
町
）
・
林
和
美
（
緑
町
山
添
）
・
東
田
あ
ゆ
み
（
宇

山
）
・
福
田
明
（
物
部
）
・
和
田
繭
子
（
桑
間
）
・
道
満
和
典
（
津
名
町
志
筑
）�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝� 本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店�

�

美術展大賞作品�



１０�

最
近
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
い

う
病
名
を
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど

で
見
聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
こ
の
病
気
は
、
別
に

今
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

ず
っ
と
以
前
か
ら
あ
っ
た
も
の

で
す
。
精
神
科
で
は
、
こ
の
症

状
は
、
内
的
不
安
か
ら
生
じ
る

も
の
と
考
え
、「
不
安
神
経
症
」

と
い
い
、
内
科
で
は
、
心
臓
に

異
常
は
な
い
が
、
動
悸
や
息
切

れ
が
出
る
と
い
う
こ
と
で
、

「
過
換
気
症
候
群
」
と
呼
ば
れ
、

現
在
も
こ
れ
ら
の
病
名
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
最

近
は
、
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
の

影
響
を
受
け
、
同
じ
病
状
で
も
�

「
パ
ニ
ッ
ク
障
害
」
と
い
う
病

名
が
使
わ
れ
だ
し
、
皆
さ
ん
は

や
や
混
乱
さ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。�

さ
て
、
実
際
に
ど
ん
な
症
状

か
と
い
い
ま
す
と
、
文
字
通
り
、

突
然
に
起
こ
る
こ
と
が
特
徴
で
、

そ
れ
ま
で
穏
や
か
に
し
て
い
た

の
に
、
急
に
胸
が
苦
し
く
息
が

し
に
く
く
な
り
、
め
ま
い
や
手

足
の
し
び
れ
、
体
の
硬
直
感
な

ど
が
出
て
、
そ
し
て
、「
も
う

こ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
強
い
恐
怖

感
に
お
そ
わ
れ
、
救
急
で
病
院

に
運
ば
れ
、
検
査
し
て
も
異
常

は
発
見
さ
れ
ず
、
一
時
間
ほ
ど

し
た
ら
そ
の
発
作
は
お
さ
ま
る

と
い
う
も
の
で
す
。�

よ
く
誤
解
さ
れ
る
の
が
、
皆

に
注
目
さ
れ
た
い
た
め
そ
ん
な

症
状
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

ヒ
ス
テ
リ
ー
発
作
と
い
う
も
の

で
、
症
状
は
非
常
に
似
て
い
ま

す
が
、
本
来
、
区
別
す
べ
き
も

の
で
す
。「
パ
ニ
ッ
ク
障
害
」

は
一
人
で
も
よ
く
起
こ
り
、
む

し
ろ
人
に
気
づ
か
れ
ま
い
と
我

慢
し
た
り
す
る
人
が
多
い
の
で

す
。�

最
近
の
研
究
で
は
、
先
進
国

に
増
え
て
き
て
お
り
、
日
本
で

は
三
十
人
に
一
人
、
ド
イ
ツ
で

は
、
何
と
十
一
人
に
一
人
い
る

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
女
性

が
男
性
の
三
倍
）。�

治
療
薬
と
し
て
は
、
抗
不
安

薬
や
抗
う
つ
薬
が
よ
く
使
わ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
根
底
の
不
安

は
、
薬
だ
け
で
は
と
る
こ
と
は

で
き
ず
、
ま
た
、
一
人
一
人
、

そ
の
不
安
の
背
景
に
あ
る
も
の

は
違
う
の
で
、
き
め
細
か
い
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
必
要
と
さ
れ

る
病
気
で
す
。�

 

�

村上クリニック�
村上　啓三 医師�

◆
募
集
施
設
数
 
五
隻
分
。
申

し
込
み
者
が
、
募
集
施
設
数

を
上
回
っ
た
と
き
は
、
公
開

抽
選
し
ま
す
。
　
 
 
 
�

◆
係
留
で
き
る
船
舶
の
条
件
�

　
（
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す

る
こ
と
が
必
要
）
▽
長
さ
十

二
　
以
下
、
幅
 
二
・
二
　

以
下
及
び
吃
水
が
マ
イ
ナ
ス

二
　
以
下
の
船
舶
▽
エ
ン
ジ

ン
付
き
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
（
ヨ
ッ
ト
は
除
き
ま
す
）

▽
船
舶
検
査
証
書
の
有
効
期

限
が
満
了
し
て
い
な
い
船
舶

▽
漁
船
法
の
登
録
を
受
け
た

船
舶
で
な
い
こ
と
�

◆
使
用
料
　
一
か
月
あ
た
り
五

千
百
円
�

◆
募
集
期
間
　
平
成
十
五
年
一

月
八
日
d
〜
十
四
日
c
の
午

前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で
�

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
）
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
役
所
都
市
整
備
部
管
理
課（
1

２
２
・
３
３
２
１
内
線
３
４
０
）

へ
。
�

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し

な
ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、

警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
検

察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満

を
お
持
ち
の
人
の
た
め
に
検
察

審
査
会
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
検
察
審
査

会
事
務
局
（
1
２
２
・
３
０
２

４
）
へ
。
�

調
理
義
務
に
従
事
し
て
い
る

調
理
師
は
、
二
年
ご
と
に
業
務

従
事
届
を
出
す
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

◆
対
象
者
　
十
二
月
三
十
一
日

現
在
、
調
理
業
務
に
従
事
し

て
い
る
調
理
師
�

◆
提
出
先
　
就
業
地
を
管
轄
す

る
健
康
福
祉
事
務
所
（
保
健

所
）
�

◆
期
限
　
平
成
十
五
年
一
月
十

五
日
d
�

▼
用
紙
の
配
布
な
ど
詳
し
く
は
、

洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
（
洲

本
保
健
所
）
食
品
衛
生
課
�

（
1
２
６
・
２
０
６
６
）
へ
。
�

募

集
�

パ
ニ
ッ
ク
障
害�

洲
本
港
内
　
小
型
船
舶

係
留
施
設
の
使
用
者�

メ
ー
�

ト
ル
�

メ
ー
�

ト
ル
�

メ
ー
�

ト
ル
�

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
！
�

検

察

審

査

会

�

調
理
師
の
皆
さ
ん
へ
�

業

務

従

事

届

を

�

提
出
し
て
く
だ
さ
い
�

お
知
ら
せ�



１１�

平
成
十
五
年
�

成
人
式
の
ご
案
内
�

コ
ン
フ
レ
ー
ク
を
付
け
、
目

先
を
変
え
た
鶏
肉
の
空
揚
げ
で

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
！
�

◆ 

作
り
方
�

①
鶏
肉
は
大
き
め
の
一
口
大
に

切
り
カ
ッ
コ
内
の
調
味
料
で

下
味
を
つ
け
る
。
卵
を
割
り

入
れ
、
よ
く
も
み
こ
み
、
な

じ
ま
せ
る
。
�

②
①
を
十
五
分
お
い
て
か
ら
、

小
麦
粉
を
加
え
て
混
ぜ
る
。
�

③
コ
ン
フ
レ
ー
ク
を
②
の
鶏
肉

に
ま
ぶ
し
、
百
七
十
度
の
油

で
か
ら
り
と
揚
げ
る
。
�

110

鶏
肉
の
フ
レ
ー
ク
揚
げ�

二
十
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
�

洲
本
市
で
は
平
成
十
五
年
の

成
人
式
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。
�

◆
と
き
　
平
成
十
五
年
一
月
十

二
日
a
 
▽
受
付
　
十
時
半

〜
▽
開
式
　
十
一
時
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
会
館
�

◆
対
象
者
　
昭
和
五
十
七
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
�

※
洲
本
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ

て
い
る
人
に
は
十
二
月
中
旬

に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

ま
た
、
本
市
出
身
者
で
就
職
、

進
学
な
ど
で
現
在
洲
本
市
に

住
民
登
録
が
な
い
人
も
、
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
1
２
２
・
３
３

２
１
内
線
３
７
３
）
へ
。
�

�製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ
�

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
�

　
経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統

計
調
査
を
十
二
月
三
十
一
日
現

在
で
実
施
し
ま
す
。
�

　
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
�

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
し
て
い
た

だ
く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
調

査
員
が
お
伺
い
し
た
際
は
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部

総
務
課
（
1
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
２
４
、
２
２
６
）
へ
。
�

�児
童
扶
養
手
当
を
�

振

り

込

み

ま

す

�

　
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
は
都

道
府
県
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

法
律
の
改
正
に
よ
り
八
月
か
ら

市
で
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
十
四
年
度
十
二
月

期
（
支
給
対
象
。
月
平
成
十
四

年
八
月
〜
十
一
月
分
）
の
児
童

扶
養
手
当
を
次
の
期
日
に
、
指

定
の
金
融
機
関
に
口
座
振
り
込

み
し
ま
す
。
�

◆
振
込
日
　
十
二
月
十
一
日
d
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
福
祉
課
母
子
児
童
係（
1

２
２
・
３
３
３
２
）
へ
。
�

�○老
老
人
医
療
費
受
給
者
証
が
�

新
し
く
な
り
ま
す
�

　
健
康
保
険
法
な
ど
が
十
月
一

日
か
ら
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
○老
老
人
医
療
助
成
制

度
も
平
成
十
五
年
一
月
一
日
か

ら
改
正
さ
れ
ま
す
。
�

　
す
で
に
老
人
医
療
費
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
人
に
は
、
改
正

事
項
な
ど
を
個
人
宛
に
通
知
し

ま
し
た
が
、
新
し
い
受
給
者
証

は
、
十
二
月
末
日
ま
で
に
郵
送

し
ま
す
。
�

　
今
、
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、

平
成
十
五
年
一
月
一
日
以
降
は

無
効
と
な
り
ま
す
か
ら
、
必
ず

廃
棄
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
健
康
課
医
療
係
（
1
２

２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

�郵
便
貯
金
・
国
債
の
�

「
非
課
税
制
度
」
が
�

変

わ

り

ま

す

�

◆
六
十
五
歳
以
上
の
人
の
非
課

税
制
度
の
取
り
扱
い
が
変
更

さ
れ
ま
す
。
�

◆
既
に
非
課
税
扱
い
を
ご
利
用

さ
れ
て
い
る
障
害
者
や
寡
婦

年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い

る
人
で
六
十
五
歳
以
上
の
人

は
、
「
障
害
者
等
確
認
申
請

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便

局
へ
。
�

�

◆ 材料（４人分）�
　鶏もも肉……４００�
　塩………小さじ１／２�
　こしょう…………少々�
　にんにく………１かけ�
　しょうゆ……小さじ２�
　酒……………大さじ１�
　卵…………………１個�
　小麦粉………大さじ５�
　コンフレーク……適量�
　揚げ油�
ベビーリーフ又はサラ
ダ菜�
�
　　　１人分�
エネルギー　４１９�
塩分　　　　１．４�
�
栄養士　久保田とし子�

　食の安全について県民の苦情や不安にこたえる�
「食の安全・安心相談室」が、１１月１日から淡
路生活科学センター（一宮町多賀）に開設されま
した。�
　食の総合窓口として、相談室の「食の安全・安
心推進員」が適切な助言、情報提供などを行うと
ともに、問題に応じて関連機関に通報します。�
　詳しくは、同センター内、食の安全・安心相談
室（1０７９９・８５・０７８８）へ｡�

食品に疑問、不安を食品に疑問、不安を�
感じたら…感じたら…�

食の安全・安心相談室へ�

12月は県税の税収確保重点月間です月は県税の税収確保重点月間です�
～兵庫の未来を築く　あなたの納税～～兵庫の未来を築く　あなたの納税～�

食品に疑問、不安を�
感じたら…�

食の安全・安心相談室へ�

　１２月を全県一斉の「税収確保重点月間」とし、
税収確保対策の取組みの山場をこの期間に集中さ
せ、ローラー作戦の実施、給与・預金・自動車な
どの差押さえ、キャンペーン広報、休日徴収・夜
間徴収などの取組みを強化していきます。�

淡路県民局税収確保緊急対策本部�
　詳しくは、洲本県税事務所（1２６・２０２４）
へ。�

12月は県税の税収確保重点月間です�
～兵庫の未来を築く　あなたの納税～�

キロ�
カロリー�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

▼
�

▼
�



１２�

情報広場�Information  Plaza

知
識
の
な
い
人
が
素
人
料
理

す
る
こ
と
で
発
生
す
る
の
が
フ

グ
中
毒
で
、
そ
の
全
て
が
家
庭

調
理
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
幸

い
命
を
取
り
と
め
た
人
は
、
�

「
こ
れ
ま
で
何
と
も
な
か
っ
た

の
に
」
「
こ
の
方
法
で
調
理
し

て
無
毒
に
し
た
は
ず
な
の
に
」

と
い
う
思
い
込
み
が
あ
り
、
命

に
か
か
わ
る
フ
グ
中
毒
に
な
っ

て
い
ま
す
。
�

ど
う
か
、
フ
グ
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
家

庭
で
の
フ
グ
調
理
は
さ
け
る
と

と
も
に
、
営
業
者
に
キ
モ
な
ど

の
有
毒
部
位
を
求
め
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
�

洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
　
�

阪
神
淡
路
大
震
災
後
、
災
害

時
の
情
報
発
信
の
協
力
の
た
め

市
が
募
集
し
た
「
洲
本
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
情
報
団
」
が
、
こ
の

た
び
新
た
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
、
よ
り
自
主
的
な
組

織
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

（
運
営
サ
イ
ト
「
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｆ
Ｕ
Ｌ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
　
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
」
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ウ
ェ
ブ

洲
本
）
。
�

災
害
時
は
市
民
の
安
全
と
安

心
を
守
る
た
め
の
情
報
を
提
供

し
、
平
時
は
市
民
の
交
流
の
場

と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の

活
用
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

団
へ
の
加
入
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
�

◆
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
�

��▼
詳
し
く
は
、
代
表
木
山
恒
夫

さ
ん
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）

へ
。
�

�
給
料
、
報
酬
、
料
金
、
利
子
、

配
当
な
ど
の
支
払
者
は
、
支
払

先
の
住
所
、
氏
名
、
支
払
金
額

な
ど
を
記
載
し
た
書
類
（
「
法

定
調
書
」
）
を
税
務
署
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
定
調
書
は
、
一
年
間
の

支
払
分
を
取
り
ま
と
め
て
提
出

す
る
も
の
で
、
提
出
期
限
は
利

子
、
配
当
な
ど
の
一
部
を
除
き
、

支
払
っ
た
年
の
翌
年
一
月
三
十

一
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

な
お
、
提
出
さ
れ
た
法
定
調

書
は
、
適
正
な
課
税
を
図
る
た

め
の
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す

の
で
、
記
載
誤
り
の
な
い
よ
う

に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
�

洲
本
税
務
署
　
�

火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：30～7：00（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

（しとうりゅう）�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

�

ニューイヤーフェスティバル２００３�

「奇跡の星の植物館」クリスマス・パーティー� 今年も大晦日からお正月にかけてコモード５６
レインボープラザをメイン会場に、市内各所で
様々なイベントが開催されます。�
◆とき　１２月３１日c、午後１０時～１月１
日d、午前２時�
◆ところ　コモード５６商店街、本町７丁目、
堀端筋、塩屋筋ほか�
◆内容　吉本興業のタレントによるカウントダ
ウン、新春夢花火、福餅まき、元旦市など�
　詳しくは、同フェスティバル実行委員会（1
２２・２５７１）へ。�

淡路夢舞台温室�

今年は「宇宙」をテーマに、豪華メンバーで

繰り広げるミュージックイベント、教室、マー

ケット・カフェなどを開催します。�

◆とき　１２月２１日g～２３日（祝・月）�

　午前１０時～午後８時３０分�

（入館は８時まで）�

◆内容　クリスマスオペラ、ポッ

プス、ジャズ演奏、クリスタル

オーメント教室ほか�

　詳しくは、奇跡の星の植物館�

（1０７９９・７４・１２００）へ。�

災
害
時
の
情
報
発
信
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
団
が
�

変

わ

り

ま

す

�兵
庫
県
フ
グ
中
毒
防
止
期
間
�

十
一
月
一
日
〜
二
月
末
日
�

法
定
調
書
の
提
出
は
�

一
月
三
十
一
日
ま
で
！
�

http://w
w
w
1.sum

oto.gr.jp/
bosainet/fuji2@

sum
oto.gr.jp

淡路ごちそう館� （みけつくに）�

●６周年記念フェア�

●忘・新年会はおまかせください。�

●お歳暮に淡路特産品を！�

御食国�

TEL.26-1133
洲本市塩屋１丁目１-８�



１３�

　
ノ
コ
ギ
リ
カ
メ
ム
シ
は
、
体

長
十
五
　
前
後
、
全
体
に
黒
褐

色
で
、
腹
面
は
赤
銅
色
の
光
沢

を
帯
び
て
い
ま
す
。
腹
部
の
外�

側
は
ノ
コ
ギ
リ
の
歯
の
よ
う
な

形
で
、
こ
れ
が
名
前
の
由
来
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
成
虫
も
幼
虫
も
、
平
地
に
生

育
す
る
カ
ラ
ス
ウ
リ
な
ど
の
、

ウ
リ
科
植
物
に
寄
生
し
、
カ
ボ

チ
ャ
や
ス
イ
カ
な
ど
に
害
を
与

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

　
冬
を
越
し
た
成
虫
は
五
月
頃

か
ら
活
動
し
、
植
物
の
茎
や
葉

の
裏
側
に
、
卵
を
一
列
に
並
べ

て
産
み
つ
け
ま
す
。
ふ
化
し
た

幼
虫
は
七
月
頃
成
虫
と
な
り
、

八
月
の
末
に
な
る
と
石
の
下
や

地
中
に
ひ
そ
ん
で
、
翌
年
の
初

夏
ま
で
過
ご
す
の
で
す
。�

　
ノ
コ
ギ
リ
カ
メ
ム
シ
は
、
本�

州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
す
る

普
通
種
で
、
淡
路
島
内
で
も
各

地
で
見
ら
れ
ま
す
。�

２４８�

ノ
コ
ギ
リ
カ
メ
ム
シ�

◆
十
二
月
十
八
日
d
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
�

 
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

◆
十
二
月
二
十
四
日
c
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
�

　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
（
洲

本
保
健
所
）
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー
（
1
２
２
・
３
３
３
７
）
へ
。
�

無
料
「
年
末
労
働
相
談
」
を

開
催
し
ま
す
。
休
み
や
給
与
が

減
っ
て
し
ま
っ
た
、
解
雇
さ
れ

た
な
ど
、
仕
事
に
関
す
る
こ
と

を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

◆
と
き
　
十
二
月
二
十
四
日
火

午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
総
合
庁
舎
小

会
議
室
�

◆
相
談
方
法
　
来
場
に
よ
る
面

接
ま
た
は
、
専
用
電
話
に
よ

る
相
談
�

◆
専
用
電
話
　
０
７
９
９
・
２

２
・
３
６
０
１
�

▼
詳
し
く
は
、
兵
庫
県
淡
路
県

民
局
地
域
振
興
部
労
政
課
（
1

２
６
・
２
０
８
７
）
へ
。
�

献
血
日
程�

◆と　き　平成１５年１月１７日f、午後６時～
７時３０分（開場、午後５時３０分）�
◆ところ　淡路勤労センター�
◆出演者　桂  三枝、月亭八方、ダックスープほか
（予定）�
◆定　員　２７０人�
◆申　込　往復はがきに、①住所、②氏名、③年
齢、④電話番号を記入のうえ、「第７０回ひょ
うご寄席（洲本市開催分）希望」と書いて下記
まで。はがき一枚につき２名を無料招待します。�
◆申込先　〒６５０―８５３６（住所不要）サン
テレビ「ひょうご寄席」係�
◆締切り　平成１５年１月７日cまで�
　詳しくは、サンテレビ編集部（1０７８・３０
３・３１３７）へ。�

１２月１９日（第３木曜）午前７時～正午�

お間違いないようお願いします。�

市役所市民生活部環境整備課�

今月の資源ごみの拠点回収�今月の資源ごみの拠点回収�

・淡路勤労センター、毎週火曜　PM６：００～（少年）�

　　　　　　　　　　　　　　　PM７：３０～（一般）�

・洲本第１小学校、毎週木曜　　PM７：００～（少年のみ）�

�

　　　　　　　�

K-1.正道会館カラテ生徒募集!!
日本最初の�
健康体操�

●洲本教室…中央公民館（第２・第４木曜日 朝１０時）�
●安乎教室…安乎公民館（月１回 夜７時３０分）�

０７９９－８６－０８９３（本多佐和子）へ�
－お問い合せ－�

第７０回�

ノコギリカメムシの成虫�

生徒募集�

年
末
労
働
相
談
�

相
　
談�

ミ�
　リ�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�



１４�

本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　５店�

　　　明石市　　１店�

　　　西宮市　　１店�
会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

年
末
年
始
市
役
所
業
務
の

年
末
年
始
市
役
所
業
務
の�

　

お

知

ら

せ

　

　

　

　

お

知

ら

せ

　

　

　

�

年
末
年
始
市
役
所
業
務
の

年
末
年
始
市
役
所
業
務
の�

　

お

知

ら

せ

　

　

　

　

お

知

ら

せ

　

　

　

�

年
末
年
始
市
役
所
業
務
の�

　

お

知

ら

せ

　

　

　

�

２００２�

２００３�
〜�

十
二
月
二
十
八
日
g
か
ら
一
月
五
日
a
ま
で
、

市
の
業
務
は
お
休
み
と
な
り
ま
す
。�

窓
口
発
行
業
務�

市

民

工

房

�

淡
路
島
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の�

受

付

業

務
�

火
の
用
心

�

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト�

ひ
っ
た
く
り�

こ
こ
に
注
意�

サ
ギ
に
も
ご
注
意
を�

十
二
月
二
十
八
日
か
ら
一
月

五
日
ま
で
市
の
業
務
は
休
み
に

な
り
ま
す
が
、
一
部
の
窓
口
業

務
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
�

◆
行
う
業
務
　
住
民
票
写
し
、

印
鑑
証
明
書
、
現
在
の
戸
籍

の
発
行
�

◆
行
う
日
時
　
十
二
月
二
十
八

日
g
、
一
月
四
日
g
、
一
月

五
日
a
。
時
間
は
、
い
ず
れ

も
午
前
九
時
〜
正
午
ま
で
。
�

◆
そ
の
他
　
出
生
届
や
死
亡
届

な
ど
の
戸
籍
の
届
に
つ
い
て

は
、
い
つ
で
も
受
け
付
け
し

ま
す
（
宿
直
で
の
受
け
付
け

と
な
り
ま
す
）
。
住
民
異
動

届
や
印
鑑
登
録
の
手
続
き
は
、

休
み
の
期
間
中
は
で
き
ま
せ

ん
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
市
民
課
（
1
２
２
・
３
３

２
１
内
線
４
１
５
）
へ
。
�

十
二
月
二
十
八
日
g
〜
一
月

五
日
a
は
留
守
番
電
話
で
の
対

応
に
な
り
ま
す
。
�

緊
急
の
場
合
や
、
テ
レ
ビ
が

う
つ
ら
な
い
と
い
っ
た
故
障
、

取
材
に
対
す
る
情
報
提
供
な
ど

は
、
お
名
前
や
連
絡
先
、
用
件

な
ど
を
留
守
番
電
話
に
い
れ
て

く
だ
さ
い
。
担
当
者
か
ら
連
絡

し
ま
す
。
�

な
お
、
こ
の
期
間
、
契
約
内

容
の
変
更
や
有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
お
申
し
込
み
な
ど
は
、
受
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
島
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
（
1
２
５
・
２
５
２
５
）

へ
。
�

最
近
、
洲
本
市
内
で
水
道
の

給
水
管
の
洗
浄
を
す
る
と
い
っ

て
、
わ
ず
か
な
作
業
で
高
額
の

料
金
を
請
求
す
る
事
件
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
�

ま
た
、
公
共
下
水
道
に
つ
い

て
も
、
汚
水
マ
ス
や
配
管
な
ど

の
点
検
と
い
っ
て
、
高
額
の
点

検
料
を
求
め
る
ト
ラ
ブ
ル
が
、

発
生
し
て
い
ま
す
。
�

「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
た

ら
、
市
役
所
や
警
察
な
ど
へ
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
�

十
二
月
二
十
八
日
g
か
ら
一

月
五
日
a
ま
で
、
市
の
業
務
同

様
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
民
工
房
（
1

２
２
・
３
３
２
２
）
へ
。
�

冬
に
向
か
っ
て
寒
さ
が
増
し

て
い
く
時
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
た

つ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
出
番
と

と
も
に
、
暖
房
器
具
な
ど
に
よ

る
住
宅
火
災
が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
の
出
火
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
、

火
を
扱
う
人
の
不
注
意
で
す
。
�

◆
コ
ン
ロ
�

▽
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
る
時

は
、
必
ず
火
を
消
す
�

▽
コ
ン
ロ
の
周
り
に
は
、
物
を

置
か
な
い
�

▽
コ
ン
ロ
は
、
壁
か
ら
離
し
て

置
く
�

◆
た
ば
こ
�

▽
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い
�

▽
灰
皿
に
は
、
い
つ
も
水
を
い

れ
て
お
く
�

▽
吸
殻
は
完
全
に
消
え
た
の
を

確
認
し
て
か
ら
、
た
め
ず
に

捨
て
る
�

◆
ス
ト
ー
ブ
�

▽
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を

干
さ
な
い
�

▽
ス
ト
ー
ブ
を
カ
ー
テ
ン
や
家

具
な
ど
燃
え
や
す
い
物
に
近

づ
け
な
い
�

▽
外
出
時
や
就
寝
時
は
ス
ト
ー

ブ
を
必
ず
消
す
�

◆
放
火
�

▽
家
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物

を
置
か
な
い
�

ひ
っ
た
く
り
の
犯
人
は
、
人

通
り
の
少
な
い
場
所
で
の
一
瞬

の
ス
キ
を
ね
ら
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク

を
使
い
、
バ
ッ
グ
を
奪
い
取
っ

て
逃
走
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
�

　
対
策
と
し
て
�

▽
自
転
車
に
は
、
ひ
っ
た
く
り

防
止
用
の
網
（
カ
ゴ
ネ
ッ
ト
）

を
使
用
す
る
�

▽
歩
く
時
は
、
車
道
側
に
バ
ッ

ク
を
持
た
な
い
�

▽
明
る
い
人
通
り
の
多
い
道
を

帰
る
�

▽
被
害
に
あ
っ
た
時
は
、
大
声

で
助
け
を
求
め
、
す
ぐ
に
１

１
０
番
し
て
く
だ
さ
い
。
�

〜
年
末
年
始
の
犯
罪
・
事
故
の
防
止
を
〜�

年
末
や
年
始
は
犯
罪
・
事
故
が
多
発
し
や
す
い
時
期
で
す
。
島
内
で
も
十
一

月
に
入
り
、
ひ
っ
た
く
り
や
置
引
き
で
被
害
に
あ
う
人
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
犯
罪
や
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
警
察
に
よ
る
犯
罪
・
事
故
防
止
活

動
も
重
要
で
す
が
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
ふ
だ
ん
の
心
が
け
が
大
事
で
す
。�

�



１５�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

市 民 セ ン タ ー で �

由 良 公 民 館 で �

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

（1２２・０７１２）�

12月19日（木）�

12月20日（金）�

1月9日（木）�

1月10日（金）�

1月16日（木）�

1月24日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

�

Ｈ１４年２月生�

�

�

�

Ｈ１３年５月生�

�

�

�

Ｈ１３年６月生�

Ｈ１４年８月生�

�

�

�

Ｈ１４年９月生�

�

�

�

�

Ｈ１１年１０月生�

�

�

洲本健康福祉事務所で�

成人健康相談  平成１５年３月 ３日b、
午後１時３０分～３時�

　康福祉館（1２２・３３３２）で。�
青少年相談  毎月第３水曜日、午後１
時～３時、青少年センター（1２
２・４５４７）で。�
母子家庭相談  毎週金曜日午前１０時
３０分～午後５時、福祉事務所で。�
高齢者相談  月～金曜日、午前９時～
午後５時３０分、淡路県民局（�
　０１２０・３６・７８３０で。）�

ママメイト（対象・妊婦）�
いのちって何だ  毎月第１～第４月曜、
受付・午前９時３０分～�
お母さんは元気  １２月２４日c、受
付・午後１時３０分～�
おっぱいで育てたい  平成１５年２月
１８日 c、受付・午後１時３０分～�
赤ちゃん大好き  平成１５年１月１４日

c、受付・午後１時３０分～�
こんにちは赤ちゃん  平成１５年２月４
日c、受付・午後１時３０分～�
離乳食のおけいこ  平成１５年１月８日
d、受付・午後１時３０分～�

離乳食教室  �
はじめての離乳食（対象・４か月～
６か月児）平成１５年１月８日d、
午後１時～３時�
マイステップ（対象・７か月～１歳
児）平成１５年１月１５日d、午前
１０時～１１時３０分�
７か月児相談  １２月２５日d、受
付・午前９時４５分～１０時、対
象者（Ｈ１４．５月生まれ）には
案内、問診票などを送付します。�
２歳時健康相談  １２月１３日f、受
付・午後１時～１時１５分、対象
者（Ｈ１２、１２月生まれ）には、
案内、問診表などを送付します。�

乳幼児相談  １月１７日f、午前９時３
０分～１１時�
歯科保健相談  毎月第４水曜日、受付・
午後１時～１時３０分。フッ素塗布
を同時に行います（予約が必要、料
金１，４８０円）。�

成人健康相談  毎月第１～第４月曜日、
午後１時～３時  （栄養相談は第２・
４月曜日）�

　月曜日、午前１０時から正午（予約
が必要）�
栄養専門相談  毎月１・３月曜日午後１
時～５時（予約が必要）�
胃がん検診  １月 ８日d、午前９時～正
午（申込・市保健センターへ）�
２時間人間ドック  火、水、木曜日で保
健所が指定する日、午前９時～（料
金１５，５８０円、申込・洲本健康福
祉事務所へ）洲本市民で国民健康保
険に加入し３０歳以上の人に８，００
０円、社会保険などの加入者で４０
歳以上の人に５，０００円の助成があ
ります。（ただし１年度１回限り）�

成人健康相談  毎月第１～４金曜日、
受付・午後１時～１時３０分（成人
病相談など・予約が必要）�

心の相談  毎月第２火曜日、奇数月�
第３火曜日、予約制・午後１時３０
分～（精神病、痴呆、アルコールそ
の他心の相談など。）�

栄養表示基準制度相談  毎月第１、３�

１２月、１月の乳幼児健康診査を次
のとおり行います。対象者には問診票
などを送付しますので、母子手帳を持
参し受診してください。�

（1２２・３３３７）�

法律相談  弁護士による相談。１月８
日d、１月１５日d（受付・市役所
市民相談係で電話による予約受付け
をしています 1２２・３３２１内線
３４５・３ ４６）総合福祉会館で。�
行政相談  １月８日d、午後１時１５
分～（受付・午後１時３０分まで）
総合福祉会館で。�
社会保険相談　毎月第３金曜日、午前
１０時～午後３時、市民会館で。�
心配ごと相談　毎月２日、１２日、２２
日、２７日（日曜、祝日の場合は翌
日）午後１時～４時、総合福祉会館
で。電話での相談にも応じています。
（1２６・００２２）�
人権相談　毎週水曜日午前９時～午後
４時、神戸地方法務局洲本支局人権
相談室（1２２・０４９７）で。�

家庭児童相談  ０～１８歳までの子供
の相談。毎週月・火・木、午前８時
３０分～午後５時１５分、洲本市健�
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（1２２・３３３７）�

（1２７・２１６７）�

（1２２・３５４１）�

クリスマス会のお知らせ �
１２月２５日D�

○おはなし会�
午後２時より おはなしのへや�

○ 人形劇『ぐりとぐらのおきゃくさま』�
午後３時より ２階 視聴覚室�

☆参加してくれたお子様には職員手作
りのプレゼントがあります。おたのし
みに！��
《年末年始の休館日のお知らせ》�

 １２月２８日G～１月４日Gまでとな
っております。ご了承ください。�
※休館中の本の返却は、返却ポストを
ご利用ください。但し、ＣＤ･ビデオ･
カセットテープは破損する恐れがあり
ますので、返却ポストの利用はご遠慮
願います。��

《行事のお知らせ》�
「おはなし会」　　（３～６歳児対象）�

１月１１日g 午後２時から�
「もっとおはなし会」　（小学生対象）�

１月１１日g午後２時３０分から�
「いっしょにおはなしかい」�

（０～３歳児対象）�
１月１８日g 午前１１時から�

「つくってあそぼう！」�
１月１９日a 午後１時３０分から�

「おりがみ教室」�
２月１日g 午後２時から�

※１月１日Dのいっしょにおはなし会と１月４
日Gのおりがみ教室はお休みします。（休館日
のため）�
※「おりがみ教室」「つくってあそぼう！」は
定員４０名。参加申込は前日まで。�

（1２２・３３２２）�

洲本市民工房ギャラリー�
勤労者公募美術展２００２�
１２月２５日dまで�
洲本市民工房年賀状展２００３�
１月１１日g～１月３１日f�
　市民工房に寄せられた年賀状を一挙
に展示します。市民工房（塩屋１－
１－１７）まで、年賀状をお寄せく
ださい。�

（1２２・３３３７）�



�

１６�

年末・年始のごみの定期収集は、燃えるごみ・燃えないごみとも収集日が１回休みになりますのでご注意ください。�
年末最後と年始最初の地区別の収集日は下記の表のとおりです。�
ごみ出しルール（決められた曜日に、決められた場所へ、指定ごみ袋で）やマナーを守ってみんなで「清潔なまち
づくり」を推進し、気持ちよく新年を迎えましょう。�

２５日（水）　２５日（水）�
２８日（土）　２４日（火）�

２８日（土）　２７日（金）�

３０日（月）　２４日（火）�

３０日（月）　２５日（水）�

３０日（月）　２７日（金）�

３１日（火）　２３日（月）�

３１日（火）　２５日（水）�

３１日（火）　２６日（木）�

上灘地区（中津川・相川・畑田）�
由良地区（由良１～４丁目・内田・天川・由良）�
大野地区（宇原・大野・金屋・前平・池田・木戸・新村・池内）�
池の山及び上物部の一部（太郎池周辺）�
小路谷�
千草地区（野旦田・上田原・猪鼻・中村・竹原・東・明田）�
納地区、鮎屋地区�
外町地区（山手３丁目・栄町２～４丁目・本町５～８丁目）�
［山手三丁目の一部（白滝稲荷周辺）を除く］�
物部、上物部、津田�
［池の山及び上物部の一部（太郎池周辺）を除く］�
塩屋、炬口、宇山、下加茂、桑間、港�
安乎町（山田原・北谷・古宮・中田・平安浦・宮野原）�
中川原町（市原・二ツ石・厚浜・中川原・三木田・安坂）�
奥畑、上内膳、下内膳、上加茂�
内町地区（海岸通・山手１～２丁目・栄町１丁目・本町１～４丁目）�
山手三丁目の一部（白滝稲荷周辺）�

８日（水）　８日（水）�
４日（土）　７日（火）�

４日（土）　１０日（金）�

６日（月）　７日（火）�

６日（月）　８日（水）�

６日（月）　１０日（金）�

７日（火）　６日（月）�

７日（火）　８日（水）�

７日（火）　９日（木）�

燃えるごみ�
年末（最後の収集日）�

燃えないごみ� 燃えるごみ�
年始（最初の収集日）�

燃えないごみ�
収 　 集 　 地 　 区 　 名 �

　ご自分で処理施設へ搬入することもできます。�
　・燃えるごみは「やまなみ苑（緑町広田広田１１７４、1４５・０５３４）」へ�
（但し１２月３１日午後４時３０分まで、処理手数料２０　　に付き１４０円必要です。）�
　・燃えないごみ・粗大ごみは、「粗大ごみ処理場（洲本市奥畑西の谷、1２４・１６７６）」へ�
（但し１２月３０日正午まで、処理手数料１００　　に付き１５００円必要です。）�
　詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（1２２－３３２１　内線３４２、３４３）へ。�

キロ�
グラム�

キロ�
グラム�

洲本市休日等応急診療所（港２番26号、洲本市健康福祉
館内）では、今年も年末年始の応急診療を次のとおり行い
ます。診察は、洲本市医師会の医師が当番で担当します。
必ず保険証を持参してください。�

開 設 日 �

１２月３１日（火）�

１月１日（水）�

１月２日（木）�

１月３日（金）�

受 付 時 間 �

午前９時～１１時３０分�

午後１時～４時３０分�

午後６時～９時３０分�

午後６時～９時３０分�

兵庫県耳鼻科医会では、本年度も年末年始の急患に対応するため次のとおり診療を行います。�

診療時間は、すべて午前９時～午後５時（受付は４時３０分まで）。�
保険証を必ず持参してください。�

診 療 日 �

１２月３０日（月）�

３１日（火）�

１月１日（水）�

２日（木）�

３日（金）�

医 療 機 関 �

戸 田 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 �

香 山 耳 鼻 咽 喉 科 �

中 林 病 院 （ 耳 鼻 科 ） �

仲 野 耳 鼻 咽 喉 科 �

福 田 耳 鼻 咽 喉 科 �

�

津 名 町 志 筑 新 島 6 - 2 3 �

洲 本 市 宇 山 3 - 1 - 2 0 �

三原町神代国衛1680 -１�

洲 本 市 栄 町 3 - 1 - 4 3 �

緑 町 広 田 広 田 8 8 7 - 1

住 所 ・ 電 話 番 号 �

1 6 2・5 3 4 7�

1 2 4・1 1 3 3�

1 4 2・6 2 0 0�

1 2 4・0 0 3 3�

1 4 5・1 7 9 3

御食国� 洲本バスセンター�洲本バスセンター�

P

P

P

P

洲本市�
健康福祉館�

休日等応急診療所�
　　　　入口�洲本市�

健康福祉館�

休日等応急診療所�
　　　　入口�

図書館�
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